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イ
パ
ス
、
県
道
羽
生
栗
橋
線
等
、

主
要
幹
線
道
路
沿
い
の
開
発
に
つ

い
て
、
羽
生
市
の
活
性
化
の
観
点

か
ら
現
状
と
今
後
の
動
向
を
伺
う
。

・
答
弁
（
企
画
財
政
部
長
）

　

最
近
の
パ
チ
ン
コ
店
の
相
次
ぐ

出
店
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年

五
月
ま
で
の
開
発
手
法
に
「
既
存

宅
地
確
認
制
度
」
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
。
こ
れ
は
要
件
が
揃
え
ば
、

市
街
化
調
整
区
域
内
の
土
地
利
用

が
可
能
と
な
る
制
度
で
あ
り
、
こ

の
制
度
の
経
過
措
置
終
了
前
に
駆

け
込
み
的
に
申
請
が
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

次
に
幹
線
道
路
沿
い
の
開
発
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
議
員
ご
指
摘

の
他
市
の
状
況
は
羽
生
市
と
異
な

り
、
市
街
化
区
域
内
に
様
々
な
商

業
施
設
が
立
地
し
て
い
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

当
市
の
場
合
、
国
道
百
二
十
二

号
及
び
百
二
十
五
号
バ
イ
パ
ス
、

南
部
幹
線
、
北
部
幹
線
の
殆
ど
が

・
質
問　

改
正
介
護
保
険
法
の
成

立
に
よ
り
、
在
宅
で
電
動
ベ
ッ
ド

を
利
用
し
て
い
た
対
象
者
の
う
ち
、

要
支
援
一
、
二
、
要
介
護
一
の

「
軽
度
者
」
が
こ
の
十
月
か
ら
給

付
対
象
外
と
な
る
。

　

今
後
レ
ン
タ
ル
を
す
る
と
月
一

万
五
千
円
程
度
が
自
己
負
担
に
な

る
。
他
市
で
は
購
入
に
対
し
て
補

助
金
を
出
す
と
の
報
道
も
あ
る
が
、

当
市
と
し
て
も
利
用
実
態
を
把
握

し
、
同
様
の
補
助
制
度
を
導
入
で

き
な
い
か
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

当
市
に
お
け
る
六
月
現
在
で
の

軽
度
の
認
定
者
数
は
六
百
四
十
三

人
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
電
動

ベ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

要
支
援
一
の
方
が
六
人
、
要
支
援

二
の
方
が
五
人
、
経
過
的
要
介
護

の
方
が
三
人
、
要
介
護
一
の
方
が

四
十
七
人
で
あ
る
。

　

経
過
措
置
期
間
の
終
了
が
迫
る

中
、
特
殊
寝
台
が
使
用
で
き
な
く

な
る
方
に
対
し
て
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
無
料
貸
し
出
し
ベ
ッ
ド

を
紹
介
し
て
い
る
。

　

同
協
議
会
の
八
月
末
の
貸
し
出

し
状
況
は
、
手
動
ベ
ッ
ド
が
七
十

二
台
、
電
動
ベ
ッ
ド
が
八
台
で
あ

る
。
現
在
、
手
動
ベ
ッ
ド
二
十
二

台
の
在
庫
が
あ
る
の
で
、
保
険
給

付
の
対
象
外
と
な
ら
れ
た
方
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
こ
れ
を

も
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

な
お
一
部
の
事
業
者
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
の
レ
ン
タ
ル
事
業
者
は

介
護
給
付
の
対
象
外
と
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

介
護
保
険
と
同
額
程
度
で
貸
し
出

し
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
利
用
者

が
増
え
て
も
更
な
る
負
担
は
生
じ

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

購
入
費
補
助
制
度
は
利
用
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
第
四
次
羽
生
市
行
政
改
革
大
綱

に
つ
い
て

・
都
市
計
画
道
路
見
直
し
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

市
街
化
調
整
区
域
を
通
過
し
て
い

る
。
市
街
化
区
域
に
接
し
た
部
分

は
、
南
部
幹
線
の
南
六
丁
目
、
七

丁
目
が
準
住
居
地
域
に
、
北
部
幹

線
の
北
二
丁
目
、
東
三
・
四
丁
目
、

藤
井
上
組
が
第
一
種
住
居
地
域
に

そ
れ
ぞ
れ
用
途
指
定
し
て
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
区
間
は
他
市
の
事
例

同
様
、
店
舗
・
事
務
所
な
ど
が
立

地
し
て
い
る
。

　

都
市
計
画
法
で
は
市
街
化
調
整

区
域
は
、
原
則
と
し
て
用
途
地
域

を
定
め
な
い
と
規
定
し
て
お
り
、

例
え
ば
準
工
業
地
域
な
ど
に
用
途

指
定
す
る
た
め
に
は
市
街
化
区
域

に
編
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
区
画
整
理
事
業
な

ど
に
よ
る
基
盤
整
備
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
ゆ
え
に
開
発
に
つ

い
て
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
各
市
と
も
市
街
化

区
域
の
形
状
も
幹
線
道
路
の
位
置

も
同
様
で
は
な
く
、
一
概
に
比
較

は
で
き
な
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・（
仮
）イ
オ
ン
羽
生
Ｓ
Ｃ
周
辺
の

開
発

・
市
空
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関

す
る
条
例
の
見
直
し

・
質
問　

現
在
川
俣
地
区
に
は
大

き
な
パ
チ
ン
コ
店
が
開
業
し
て
い

る
が
、
伺
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
今

後
更
に
新
郷
地
区
、
井
泉
地
区
、

手
子
林
地
区
、
須
影
地
区
と
続
い

て
パ
チ
ン
コ
店
が
オ
ー
プ
ン
予
定

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

最
近
の
こ
の
よ
う
な
状
況
と
、

国
道
百
二
十
二
・
百
二
十
五
号
バ

羽
生
市
の
活
性
化

　
　
　
　
　

に
向
け
て

丑
久
保　

恒
行
議
員

改
正
介
護
保
険
法

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

蜂
須　

直
巳
議
員


